北病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成２４年６月１９日　(火)　　　　司会：藤原　英佳　記録：木村　巴

	松橋
	上口
	山田
	藤原
	岩藤
	滝田
	畑中
	久保
	三浦
	木村
	油津

	○
	深夜
	欠勤
	○
	早退
	準夜
	公休
	学校
	○
	○
	深夜

	新田
	佐々木（志）
	吉田
	廣瀬
	水上
	佐々木（孝）
	金田
	
	
	
	

	準夜
	学校
	○
	○
	業務
	公休
	公休
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・旅行当日の集合場所・時間についての連絡及び当日の集合場所・時間について
集合場所：南山苑下（旅行のバスの駐車場所）集合時間：7時50分（時間厳守）
→集合写真について
　集合写真のアンケート集計の結果、購入希望者が少人数であった為、今回の集合写真は撮影
を行いません。希望されていた職員の皆様には大変申し訳ありませんがご理解お願いします。
→駐車場使用について
　旅行当日は、駐車場が大変混雑することが予想されます。その為、旅行に参加される方は、
各駐車場の奥から駐車して下さい。また、旅行中に車の移動が必要となる場合もあります。車の鍵は以下の施設の打刻機前の専用ボックスに、配置してある用紙に部署と氏名を記入し、
鍵と一緒に入れて下さい。しおりにも記載していますが、旅行1日目は出勤の打刻のみ行って下さい。その後鍵を専用ボックスに入れて下さい。
病院：管理棟　2Fタイムカード打刻機前　南山苑：事務室　タイムカード打刻機前
ご協力宜しくお願い致します。
※１班の方は、旅行に関するパンフレットを当日のバスの中で配布します。
・セレクトメニューに使用したセレクト札が病棟に残っていましたら栄養へ返却して下さる様お願いします。

・6/16（土）より秋山Nsが北病棟へ配属となっています。担当患者様は久保Nsが受け持っている患者様3名（木村義重様と大釜様、滝田様）を受け持つ事になります。

・青風荘入所対象者は、布施邦雄様・木村義重様・山田隆雄様・津嶋イチ子様となっています。

　7月頃より青風荘のスタッフと症例検討会を実施していく予定となっています。

・今後三浦PSWの勉強会を実施して行く予定です。
＜患者様連絡事項＞

・小笠原　禮子様～排便コントロールの為、シンラック液1本処方となっています。排便状況の観察を行っていきましょう。

・津嶋　イチ子様～嚥下状態不良により誤嚥の危険性が高い事を主治医へ情報提供し、本日より副食が粗キザミ食へ変更となっています。食事形態が変更になった事を伝えると、「変えたい」と訴える事がありますが、良く噛んで飲み込むトレーニングしていくよう説明すると了承されています。本人様の食事摂取時の咀嚼状態をよく観察し、誤嚥やむせ込みなど起きないよう注意観察していきましょう。

・大釜　万知様～父様より面談の希望があった事を主治医へ情報提供しています。主治医より

地域復帰支援検討会を実施するよう指示がありました。担当スタッフは準備していきましょう。

・三上　勇様～　妹の中山様より家の売却をしたいという申し出があった件に関して、妹様は本人と会いたくないと話されていますが、家の売却の件に病院スタッフが関わる事は出来ない事を説明しています。妹様が本人と何度か面会を行い、関係性をある程度構築した後で伝えていく事としています。以前より金銭に関する妄想や訴えがある患者様ですので病状の変化に注意し、本人へ伝えるタイミングを見定めていきましょう。

・赤坂　順市様～今後は青山荘入所の方向となる予定です。入所に向けた準備を始めましょう。

・菊地　明子様～自立支援の申請許可が下りています。青山荘への入所手続きを進めて

いきましょう。

＜田名部Drケースカンファレンス・診察＞

・菊地　明子様～表情の冴えなさがあり、不安を秘めている様子はありますが、日課・プログラムには支障なく落ち着いて過ごす事が出来ています。

診察→調子について聞かれると、足がムズムズする事や寝つけない時もある事、寝汗をかく事もあると話されたり、顎の湿疹を気にした訴えも聞かれています。主治医より寝汗をかく事に関しては生理現象である事を説明し、顎の湿疹に関しては汗をかいてできることも伝え、現在は経過観察していく事を説明されています。青山荘については主治医より話がありますが不安を訴える事なく聞く事が出来ています。

・倉橋　生子様～服薬時は空の薬包を投げ捨てたり、服薬チェック表に記入の際には他者が使用した鉛筆を使わず、別の鉛筆を使用する事があります。

また昨日は長い髪の毛を詰所へ持ってこられスタッフへ見せてくる事がありま

す。また小走りでの歩行も目立っていますが他者へぶつかる等とラブルとなる

事はありません。

診察→調子について聞かれると「まぁまぁ」と話されていますが、昨日の長い髪の毛

を持ってきた件に関して尋ねると本人の声のトーンが上がり、50cmくらいの長

さであった事をジェスチャーで伝えています。以前にもズボンに穴が開いてい

た事・いたずらされた事があったと話されていますが、怒り口調になる事はあ

りません。周囲が気になるかの問い掛けには「周りを気にしたってしょうがな

い」と話されており不満に関する訴えは聞かれません。周囲とのトラブル

に注意していきましょう。

・林　田鶴子様～診察にて調子について聞かれると「調子の悪いところはないです」と返答して

います。今後について本人は働きたいと話されていますが、主治医よりデイケ

ア利用等を通し社会訓練していくよう今後の方針について説明されると「はい」

と返答しています。

· 林　田鶴子様の症例検討会を実施しています。

	対象患者情報
	　林　田鶴子様　　　51歳

病名：統合失調症　入院形態：任意入院

	患者の希望
	自宅退院

	患者の

現在の経過について

（各職種）


	精神症状としては、妄想・体感幻覚症状は残存しており、自室内で独語や空笑が見られ活動性の低下が見られている。5/22同室者からの、干渉的・不快言動受け、環境調整にて5/23居室移動となる。以後、目立った精神症状の変化無く日課・プログラム取り組まれている。自主的に、他者との交流される事は無いがグループでの取り組みでは、他者を気遣う行動見られ最低限の交流はできている状況。スタッフからの話し掛けについては時折、妄想様の回答もされるが、現実的な回答をする事が多く、疎通性は良好と言える。日常生活行動として、体感幻覚、妄想に左右された発言あり、食事摂取・保清拒否される事あるも一時的。声掛けにて行う事が出来ている。今後も引き続き活動性拡大の声掛けが必要だと思われる。5/23より服薬自己管理実施、問題無く経過。弟様より9月中旬の自宅退院可能との話しあり、当院の通所を利用していくが冬季間の送迎が難しいとの話しあり。

	主治医の治療方針
	現在の病状を維持・抑制し、欠陥・好褥的な部分を支えられるような働きかけを行っていく。また今後について御家族様と面談の機会を設けていく。

	検討された

支援方針
	・早期に家族との面談を実施し、今後の方向性を具体化していく。

・単独外出訓練を実施していく。

・デイケア見学を取り入れ、活動の習慣化を目指す。

・本人も退院に前向きな様子が伺える。

	抽出された

問題点
	・入浴拒否や不潔傾向となることがある。

・金銭管理は現在問題なし。

・単独外出していない。

・精神症状は、時折妄想様の発言あり残存しているが、活動への支障

なく独語などは減ってきている。

・服薬自己管理は5月23日より開始し、現在は3、4日で実施中。問題ないため、ステップアップ予定。

	今後の

看護計画
	・単独外出訓練の実施。

・退院前訪問指導の実施。

・家族との具体的な話し合いを7月上旬に実施予定。

・デイケア見学→1回目6月27日より開始。7月中旬～半日継続的に利用。

　　　　　　　　8月中旬～1日体験するよう習慣づけをしていく。

・8月中旬、地域復帰支援検討会を実施していく。
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症例検討会　実施報告　林　田鶴子様　H24.6.19


